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校内の草木もつぼみを膨らませ、いたる所で春の訪れを実感できるよう

になってきました。今年度も残すところあと僅かとなりましたが、振り返れ

ば、新型コロナウイルス感染症による先の見通しを持つことが難しい１年で

した。そのため中止になった学校行事もあり、子どもたちにとっても我慢を強いられてき

たことが多くありましたが、修学旅行や各学部・学年での活動など、内容を変更して実施

することができたこともありました。学校として、子どもたちの安全を第一に考え、７月

と１月に合わせて３日間は臨時休業としましたが、それ以外は概ね学校での学びを継続で

きたことはよかったと思っています。これも保護者の皆様や関係機関、地域の皆様の御理

解と御協力があってのことです。心から感謝を申し上げます。 

 

～ 卒業生のみなさん、卒業おめでとうございます ～ 

さて、３月11日（金）には高等部、3月18日（金）には小学部と中学部の卒業式が行わ

れました。高等部は午前と午後に分散し、小学部と中学部も午前と午後に分けて実施しま

した。子どもたちが卒業証書を受け取る姿はとても立派で、それぞれの学校生活の中で、

努力を重ね、成長してきたことを見せてくれているようでした。小学部６年生と中学部３

年生の皆さんは、これから中学部、高等部に進学することになりますが、できるようにな

ったこと、自信が持てるようになったことをいかし、新たなことに挑戦してください。高

等部の卒業生の皆さんは、社会への新たな一歩を踏み出しますが、何事にもやりがいを持

ち、自分らしく、力強く歩んでいってください。卒業生には金沢養護学校のモットーであ

る「笑顔」、「優しい心」を忘れず、これからも多くの仲間と一緒に支え合い、助け合い

ながら新しい道を進んでいってほしいと願っています。 

 

～ 本校における児童生徒数増加への対応 ～ 

本校では今のところ来年度の入学予定者が多く、全校児童生徒の数が大幅に増える見

込みです。そのため教室数が不足することから、先日、陶芸実習室を一般教室に改装する

工事を行いました。その他に一部の教材室や更衣室でも一般教室に変更するところがあり

ます。教室の整備に加えて、新年度に向けて必要物品等の整備等も行う予定です。より良

い教育活動が行えるよう、できる限りの教育環境の維持に努めてまいりますの、ご理解及

びご協力をお願いします。 

校長 福田 裕志 

笑顔と やさしい心 
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今号は、小学部Ａ部門、中学部Ｂ部門の授業を紹介します。 

 

小学部Ａ部門 

小学部Ａ部門１、２年生のずこうとたいいくの授業を紹介しま

す。 

ずこうでは、ハンドペイントで壁画を作りました。好きな色を

選んで指でトントンとたたいたり、ぐるぐると描いたりして色を

着け、絵の具の感触を楽しみながら作品を作りました。 

 たいいくでは、ボールスライダーを行っています。ボールを床

に敷き詰めて、その上にマットとクッションチェアを乗せます。

教員が左右に動かしたり、回転させたりすると、まるでコーヒー

カップのアトラクション？のような気分が味わえ、みんな楽しん

でいます。 

 

 

中学部Ｂ部門 

 中学部Ｂ部門３年生は、美術で卒業制作「オリジナルシーパラダイス」を作りました。

修学旅行で行った八景島シーパラダイスの思い出を作品にしよう！と取り組み始め、コル

クボードに色を塗ったり、好きな生き物を紙粘土や木材モザイクアートで作ったり、学習

した技法(スパッタリング)で色を付けたりと、様々な活動を取り入れて作品を作りました。

絵の具まみれになりながら一生懸命に取り組んだり、作りたい生き物を真剣に選んだりす

る姿は、さすが中学

３年生！と感心しま

した。制作期間は約

３か月…。卒業制作

にふさわしい作品が

できあがりました！ 
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